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I．調査の経緯と経過

都市計画道路事業錦町国分寺綾南線に伴い，香川県教育委員会は平成7年11月～平成9年5月にかけ

て，試掘調査・官民境界水路設置に伴う発掘調査を実施した。その結果，高松市松並町1044－4他におい

て，面積にして4，000I正の範囲で，保護措置が必要であることが確認された。

その結果に基づき，香川県教育委員会は財団法人香川県埋蔵文化財調査センター（以下センターと略

称）との間で協議し，平成9年4月1日付けで「埋蔵文化財委託契約」を締結し，本年度よりセンター

が調査を担当することになった。

その後，調査を実施するにあたり，原因課である高松土木事務所都市整備課と香川県教育委員会，セ

ンターの三者で調査対象地の状況，掘削残土の処置，埋め戻し，調査工程等について，協議を重ねた。

調査対象地の問題点を簡単に記すと，1．掘削深度が深いため，多量の残土が生じ，それにみあう排土置

場が確保できない。2．対象地に隣接する家屋・工場の進入路確保の必要性，3・対象地に残る未退去家

屋の存在，4．未買収地の存在等があげられる。協議のなかではこれらの問題に対する処置として，1に

っいては，掘削残土を場外に搬出するという方法を採用した。2・3に関しては，調査効率は低下する

が，各調査区を小規模に小分けして調査を行う小区画割調査を採用し（調査対象地を9区分），全体調査

工程の中で調整することにした。しかし，これらの処置方法により調査を実施すると，通常の調査に比

して調査効率が悪く，当初予定範囲の調査を実施することが不可能になった。そこで，本年度はIV区B

以南の2，300mヲの範囲で調査を実施し，以北に関しては次年度以降に見送ることに変更になった0

調査は平成9年10月1日より，前述した対処方法に基づき，三工程に分けて実施した。第一工程では

II区B・III区B・IV区A，第二工程ではII区C・III区A・III区B，最終工程ではI区・II区A・IV区B

の調査をそれぞれ行った。各調査区の調査，次工程への移行等は円滑に進行し，綿密な協議と対処方法

の成果が生かされた結果といえる。

調査の結果，III区C・IV区では弥生時代の自然河川，II区～III区にかけては12世紀後半～13世紀初頭

の集落跡，III区C・IV区では13世紀前半の集落跡を検出した。調査地周辺は条里地割が比較的良好に遺

存している地域で，10mという幅ではあるが，1つの坪区画内を調査することができ，多大な成果をあ

げている。なかでも，III区B～Cにかけて検出したSDOlは，条里地割に合致する区画溝として注目さ

れる遺構であり，松並・中所遺跡は当該期の条里地割内の土地利用の実体を解明するには欠くことがで

きない資料となった。
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Ⅲ．松並・中所遺跡

1．遺跡の立地と環境

松並・中所遺跡は，高松平野の北西部に位置する。高松平野は県内有数の沖積平野であり，新川，春

日川，香東川，本津川，吉田川等の堆積作用によって形成された。これらの河川中，現在，岩清尾山西

方を流れている香東川は，近世初期には高松市成合付近から岩清尾山東南麓を巡っていたことが条里地

市

森

1松並・中所選跡　6片山池下遺跡　11鏡塚古墳　16猫塚東古墳　　21稲荷山北古墳群　26経塚南古墳　　31中所地神社前塚古墳

2上天神遺跡　　7坂田廃寺　　12石船塚古墳17摺鉢谷9号墳　22稲荷山1号墳　27南山浦古墳群　32相作馬塚

3摺鉢谷遺跡　　8北大塚西古墳　13小塚古墳　18鶴尾神社3号墳　23奥の池古墳群　28片山池南古墳群　33青木古墳群

4奥の池遺跡　　9北大塚古墳　14姫塚古墳　19鶴尾神社4号墳　24野山古墳群　　29がめ塚古墳　　34あきやま塚古墳

5南山浦遺跡　10大塚東古墳　15猫塚古墳　20稲荷山姫塚古墳　25浄願寺山古墳群　30北山浦古墳群　35相作牛塚古墳

第1図　遺跡位置図及び周辺の遺跡（S＝l／25′000）
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割の乱れ等で認められる。また，この旧香東川は，香川町川東の西部（標高96m）を頂部とする扇状地

形を高松平野中央部に形成しており，扇状地面には主支流の痕跡が多くみられる0現在この部分に所在

する溜め池の大部分がその窪地を利用したものと推定されている0本調査区はこの旧香東川の西岸部と

平野部からいきなり立ちあがった急峻な山腹をもつ岩清尾山塊との間にあり，栗林トンネルから南下す

る県道に隣接している。

高松平野では，近年の発掘調査により，遺跡数が増大しつつある。調査区の南東方向には，旧香東川

流路を挟んで上天神遺跡があり，縄文晩期突帯文土器や弥生時代の集落跡や旧河道が検出されている0

遺物は溝状遺構を中心に出土しており，他地域から搬入された土器や模倣品が一定量みられる0また，

岩清尾山山塊では，頂上部の尾根筋を中心に複数系列の造墓が確認できる岩清尾山古墳群が築造さ咋て

いる。同古墳群の姫塚古墳から南東にのびる尾根上には鶴尾神社古墳群が所在する0特に4号墳は，最

古段階の前方後円墳として位置づけられるが，後世の採石作業により後円部の中心近くまで崩壊してい

る。さらにその下方には5号境が所在するが，現在そのすべてが消失している0一方，調査区西方の浄

願寺山地区は，岩清尾山塊中最も古墳の集中する箇所であり，その大半が後期後半段階の横穴式石室を

内部主体にもつ。古代寺院跡としては，南西方向の坂田廃寺跡で礎石群が発掘されたが，詳細は不明で

ある。なお，その周辺で県指定有形文化財の金銅誕生釈迦仏立像が出土している0

2．調査成果の概要

調査対象地は国道11号線から栗林トンネルへ抜ける県道沿いにあり，南北延長約257m，調査面積約

2，300Iがを測る。調査区の設定は，対象地を東西に横断する道路を基準として，南よりI～IV区に区分し，

隣接家屋・工場への進入路及び作業ヤードの関係から，各調査区をさらに小分けしている0それにより，

各調査区ともにかなり小規模なものとなっている。

地形的には，調査区北方及び西方に紫雲山・峰山・浄願寺山等の丘陵が取り巻くように所在し，南方

には旧香東川の埋没河道とその営力により形成された扇状地が展開している。調査対象地はこの埋没河

道と丘陵間の狭い扇状地部分に立地する。

基本層序は，各調査区ともに，撹乱が激しく地表下1mには造成土ないし撹乱土がみられ，旧耕作土，

褐灰色混砂粘質土（包含層）を経て，遺構検出面であるにぷい黄橙色細砂層ないし灰色砂礫層に至る。

後述するが，III区部分ではSDOlに取り囲まれた範囲のみ，褐灰色混砂粘質土下ににぷい灰色混砂粘質

土が堆積し，この上面が各調査区の遺構面（第一

遺構面）に対応し，同層直下のにぷい黄橙色細砂

層には第二遺構面が存在する。

なお，にぷい黄橙色細砂層は旧香東川の洪水砂

と考えられ，トレンチ調査で2m強まで掘り下げ

たが，粗い砂が厚く堆積しており，遺構・遣物は

確認できない。

今回の調査では，弥生時代後期，平安時代末～鎌

倉時代の遺構・遺物を検出した。以下，時代別に

紹介し，本遺跡の中心である平安時代末～鎌倉時

代のみ，調査区にしたがって説明する。
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（1）弥生時代

当該期の遺構はIII区C北側からIV区にかけて自然河川跡（SROl）を一条検出したのみである。ここ

では自然河川としているが，深度が浅く，幅がかなり広い点等から旧地山面における浅い窪地が湿地状

を呈していたという方が適切であろう。なお，居住遺構は一切検出できなかった。

SROIIII区C北側～IV区にかけて検出した自然河川である。検出長約60．0m，検出最大幅約9．7m，深

度0・63mを測る。主軸方位は調査区外商西方向からIII区C北側付近でおおむね北方向に屈曲し，IV区を

経て調査区外においては北北東方向への復元が可能であ

る。東側の岸は部分的に検出できたが，川幅が広く，調査

区内では西側の岸は確認できない。埋土は川底が不明確な

部分もあるが，下層に明褐灰色砂質土，上層に灰黄褐色粘

質土が堆積している。なお，埋没過程における水田等の遺

構は確認できない。

出土遺物は上層埋土中に弥生土器細片が若干畳みられる

が，下層からの遺物の出土は確認できない。出土遺物は弥

生土器（後期）の細片，サヌカイト剥片がみられる。土器

の器種には壷・賓等がみられる。なお，下川津B類土器と

呼ばれる土器の比率が比較的高い傾向にある。

（2）平安時代末～鎌倉時代

調査区周辺は条里地割が比較的良好に遺存しており，東に併走して隣接する県道は5条と6条の条界

線と考えられ，それに直交して調査区を東西に横断する坪界線がII・III区間とIII・IV区間に現在の道路

として遺存している。当該期の遺構はこの条里地割内において，I区を除く各調査区で検出している。

遺構密度の高い調査区として，数棟の掘立柱建物を復元し

たII区BとSDOlによって区画された部分に二面の遺構面

をもつIII区Cがある。一方，III区Aでは遺構密度は少ない

ながらも，掘立柱建物とそれに伴う柵列を検出している。

このように各調査区において普遍的に当該期の遺構を検出

しているが，遺構内容・密度において相違がみられ，出土

遺物による詳細な展開時期の検討は必要であるが，坪区画

内の土地利用のあり方が想定できる。

以下，各調査区別に主要な遺構・遺物の紹介を行う。
写真3　Ⅲ区A，S BOI全景（北より）

（DI区

I区は対象地の南端部分にあたる調査区である。基本層序は0．7m前後の造成土下に，旧耕作土・灰黄

色粘質土・にぷい黄色粘質土が堆積しており，旧香東川の氾濫土である暗灰黄色混砂粘質土を経て，地

山である灰黄色細砂層に至る0隣接するII区Aでは暗灰黄色混砂粘質土は確認できず，I区はこれによ

り，0・3m程度の削平を受けており，遺構は皆無に近い状態である。
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（診II区A

現在，調査中の調査区で全容は不明であるが，当該期の可能性のある遺構としてピット134，土坑13，

溝状遺構8を検出している。遺構の埋土はおおむね灰白色粘質土，褐灰色混砂粘質土，灰黄褐色混砂粘

質土に大別でき，おおむね前者が13世紀前半前後，他が12世紀後半～13世紀初頭に比定できる0当調査

区と南に隣接するI区の間を走る現道路は周辺地割と合致せず，付け替え以前の香東川に関連した地割

の乱れと判断できるが，II区Aの遺構面にその影響はみられない点から，この乱れは比較的新しい段階

のものであると想定できる。

（診II区B

各調査区のなかで最も遺構密度が高く，当該期の遺構で

は，ピット204，溝状遺構3，土坑6を検出している。掘立

柱建物も数棟復元しているが，各主軸方位にずれが生じて

いるため，確定する事はできない。ピットの埋土はおおむね

灰白色粘質土と褐灰色混砂粘質土に大別でき，前者が13世

紀の前半，後者が12世紀後半から13世紀初頭に比定できる。

また，調査区北西で検出したコの字形を呈するSX04は

調査区外に延びるため詳細は不明であるが，南東隅の屈折

部分に土鍋（1個体）が集中して出土している。出土遺物の

時期はおおむね13世紀前半に比定できる。
写真4　Ⅱ区B全景（北より）

sKOl　南西隅で検出した土坑である。調査区外に延長するため詳細は不明であるが，直径0・9m以上，

深さ0．3mを測る。第2図はSKOlから出土した遺物の一部である。1は和泉産の瓦器皿である0　2．3

は土師器小皿である。2の底部外面には回転糸切り手法が，3の

底部外面にはへラ切り手法が用いられている。4は土師器杯であ

る。器壁が比較的厚手で，口径が小型化している。出土遺物の年

代観は，詳細な検討は必要であるがおおむね12世紀後半に位置づ

けられる。

2

3

第2図　S KOI出土遺物実測図
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④III区A

II区Cと共に坪境相当道路に接する調査区であ

る。当該期と考えられる遺構はピット15，土坑1．

を検出し，掘立柱建物1棟，柵列1を復元してい

る。また，調査区北側で幅0．15m，深さ0．03mを

測る素掘り小港を数条確認している。

SBOl　南東部で検出した掘立柱建物である。調

査区外に延びるため，全容は不明であるが，主軸

方位は周辺地割に合致している。一部，後世の撹

乱土坑により消失しているが，SAOlとの関係か

ら，桁行3間（4．8m）×梁間1間以上（3．2m）を

測る。出土遺物から12世紀後半と考えられる。

SAOI SBOlの西方約0．5mの位置にほぼ平行

して検出した柵列である。位置・埋土等からSB

Olに共伴すると考えられる。柱穴の規模はSBOl

よりやや小形で深度も浅い。

0　　1　　？（m）
L＿⊥＿＿＿⊥＿＿＿⊥＿＿」＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

第4図　S BOI，S AOl平・断面図

⑤III区B・C

当該期の遺構はピット187，土坑12，溝状遺構9等を検出している。特に，SDOlに区画された範囲に

おいて遺構密度が高く，掘り直し・同位置での踏襲はみられないもののSDOlの区画内においてのみ，

おおむね当該期の遺構面が二面存在する。第5図はIII区C西壁面図の一部である。7・8は弥生時代の自

然河川の埋土で，その河川を切り込み第二遺構面が形成されている。その後，4の層が包含層として堆

積している（整地した可能性が高い）。4の上面に各調査区で検出した遺構面に対応する第一遺構面を検

出している。さらに上層に包含層（3）が堆積している。層位関係から二時期確認できるが，土層図が

示すように各時期にわたりSROlの埋土は削り残され，段状遺構の様相を呈して遺存している。なお，

各遺構面の年代観についてであるが，詳細な時期決定には課題が残るが，おおむね第二遺構面が12世紀

後半，第一遺構面が12世紀末から13世紀初頭に比定できる。また，削り残されたSROl上面で検出した

遺構群は13世紀前半と考えられる。

1

3

4

褐灰色混砂粘質土（包含層）2，にぷい黄橙色混砂粘質土
褐灰色混砂粘質土（包含層）
にぷい灰色混砂粘質土（第一遺構面ベース土）5，明黄褐色混砂粘質土　9，褐灰色混彿粘質土（遺構哩土）10，しみ

第5図　Ⅲ区C西壁面図

－　6　－

6，浅黄色混砂シルト質土（SRO2哩土）
7，灰黄褐色粘質土　8，明褐灰色粘質土（7・8，SROl哩土）
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第7図　校並・中所遺跡調査区割図（S＝】／2′500）

第6回　松並・中所遺跡遺構配置図（S＝l／600）

－　7・8　－



sDOIIII区B中央部～III区C東側において検出した溝状遺構である。検出長約39・1m，幅約1・5m，深

さ約0．18mを測る。主軸方位は調査区に直交する方向から，調査区東側水路手前で直角に屈折しており，

周辺地割（隣接する条界線等）に合致する方位を呈している。前述したIII区C北側のSROlを削り残し

た部分（段状遺構）の手前で消失しており，SD

Olはなんらかの形でこれに関係していると考えら

れる。断面は浅く窪む程度の舟底状を呈し，埋土

は褐灰色混砂粘質土の単一層からなる。出土遣物

は比較的多くみられ，土師器椀・杯・小皿，土鍋，

瓦器椀・皿（和泉産），西村産瓦質椀，十瓶産こね

鉢，十瓶産須恵器賓，黒色土器椀，白磁（IV類）

等が出土している。出土遺物の年代観は，詳細な

検討に課題は残るものの，おおむね12世紀後半か

ら13世紀初頭に位置づけられ，SDOlは若干の時

期幅を持つことになる。

＼帆26。畦少＼14。．25。　＼，46．240　　＼146．230

第8図　Ⅲ区B・C第一遺構面遺構配置図

＼胤260　　＼－46・250　　＼－46・240　正和＼146・230

＼，46．26q少15＼146．25。　＼，4。．24。　＼，46．23。

第9回　Ⅲ区B・C第二遺構面遺構配置図

sROl上面遺構群III区C北側における削り残されたSROl上面で検出した遺構群である。SROl埋土

上面の遺構面と同調査区第一遺構面との現状での比高差が0．3m，坪境に比定されている現道路を挟み，

IV区AのSROl上面との現状での比高差は0．1mを測る。当該部分ではピット35，溝状遺構1，不明2を

検出した。ピットの埋土は灰白色混砂シルト質土を呈し，II区Bで検出した埋土に近似している0出土

遺物は瓦器椀，土師器椀・小皿，鍋，十瓶産瓦質土器（賓），魚住産賓等がみられる。詳細な時期決定に

は課題が残るが，おおむね13世紀前半前後に比定できる。

－　9　－



3．　ま　と　め

今回の松並・中所遺跡の調査では，弥生時代後期，平安時代末～鎌倉時代の遺構・遺物を検出した。

遺構を検出した細砂層の堆積時期は不明確であるが，断割調査による限り細砂層中に遺物は確認できず，

旧香東川を中心とした旧河道の営力により堆積した洪水砂であると想定できる。また，弥生時代後期段

階に埋没した自然河川跡を1条検出しているが，流路というよりは旧地山面の窪地が湿地状を呈してい

たという方が妥当である。集落の出現は12世紀後半段階で確認でき，12世紀末から13世紀初頭，13世紀

前半にそれぞれ展開している。中世後半の時期に属する遺構・遺物も検出しているが，出土数が稀薄で

あるため，全容は不明である。灰白色系粘質土埋土の遺構の一部がこの時期になると考えられる。なお，

I区以南に関しては同時期の集落が展開する可能性も想定できるが，周辺地割の乱れ等が示すように，

付け替え以前の香東川により，消失しているため全容は不明である。

各調査区の概要は本分に記しているため，ここではIII区Cで検出したSROl削り残し部分に関して若

干触れたいと思う。

第5図の壁面図が示すように，III区C北側において弥生時代後期に埋没した自然河川跡を一部削り残

して12世紀後半の集落が営まれている。次段階の12世紀末から13世紀初頭においても当該部分を同様に

削り残して生活面を確保している。削り残されたSROl上面の現状での高さは13．700m前後を測り，IV

区において検出したSROl上面レベルと大差はない。つまり，III区C北側以北はほぼ同レベルでSROl

上面に遺構面が確認でき，以南に関しては一段下がり，遺構面が展開している事になる。時期的には，

削り残されたSROl以南では12世紀後半から13世紀初頭の遺構が展開し，SROl上面では13世紀前半の

遺構が確認できる。この時間的枠組みを全体の位置関係に落とし込むと，各遺構の詳細な時期決定等に

課題は残るものの，集落の展開・坪単位の土地利用の実体を解明する事が可能である。III区CとIV区A

の間を走る現道路は坪界線に比定でき，おおむねこの坪界線を軸にして遺跡の展開が確認できる。12世

紀後半段階にはIII区C北側の段状遺構以南において集落は展開し，以北に関しては，同時期の集落が一

切認められない。12世紀末から13世紀初頭段階に関しても同様の展開が認められる。このように時期的・

空間的に遺構の広がりを考えると，III区C北側で削り残されたSROl（段状遺構）は12世紀後半，12世

紀末から13世紀初頭の各段階における集落の北限を示していると考えられる。また，この集落の北限を

示す段状遺構がほぼ坪界線と呼応している点も重要である。加えて，同坪区画内における同時期の遺構

密度・内容において，若干ではあるが差異がみられ，坪区画内における土地利用のあり方が異なる点も

看過できない問題といえる。

今後，出土遺物の詳細な検討を通して，各遺構の正確な時期決定を行い，集落の展開・各坪ごとの土

地利用の実体について言及する必要がある。
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